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  2 ここでのエネルギー消費量は産業で使われているエネルギーのことである． 




















     出所：『中国統計年鑑』より筆者作成 
     注：単位は％である． 
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  3 ここで用いている実質GDPについては第４節で説明する． 
─ 4 ─ 
国は高い経済成長を示しているが，このように省別にみると経済成長の差が少なからずあること
も事実である． 
   
表１ 省別の実質GDPの変化率 
   
省別 1997年～2000年 2000年～2003年 2003年～2006年 
北京 34.31 37.63 43.89 
天津 33.22 44.95 52.13 
河北 32.25 33.01 45.18 
遼寧 27.66 33.97 44.16 
上海 34.39 37.74 42.16 
江蘇 35.24 39.82 50.97 
浙江 34.49 42.76 47.08 
福建 34.14 33.88 43.28 
山東 34.90 39.45 52.56 
広東 33.69 41.45 49.70 
海南 27.96 31.98 37.23 
東部地域 33.66 38.71 47.81 
山西 23.47 40.62 45.02 
吉林 26.96 30.21 42.63 
黒龍江 24.45 35.85 43.40 
安徽 28.66 31.95 44.64 
江西 25.86 32.78 39.72 
河南 28.54 32.09 48.55 
湖北 30.56 30.73 41.12 
湖南 28.08 30.20 40.36 
中部地域 27.59 32.36 43.37 
内モンゴル 29.51 45.81 77.66 
廣西 26.06 31.83 43.81 
重慶 26.54 34.00 40.30 
四川 25.60 34.05 43.82 
貴州 27.71 30.67 38.74 
雲南 24.04 26.31 35.79 
チベット 32.19 42.55 42.33 
陝西 28.88 35.46 43.35 
甘肅 28.62 33.05 39.01 
青海 28.45 40.46 41.37 
寧夏 29.45 36.75 38.98 
新疆 24.33 30.10 37.10 
西部地域 26.65 33.88 44.50 
全国 30.92 36.36 46.22 
   
     出所：『中国統計年鑑』より筆者作成 
     注：単位は％である． 
   








   
表２ 省別のエネルギー消費量の変化率 
   
省別 1997年～2000年 2000年～2003年 2003年～2006年 
北京 8.11 12.17 27.02 
天津 13.61 15.08 40.75 
河北 23.94 36.64 41.79 
遼寧 12.47 5.61 40.54 
上海 15.56 23.58 31.94 
江蘇 7.78 28.42 69.46 
浙江 29.42 45.15 38.84 
福建 36.57 38.83 42.26 
山東 24.12 46.32 57.38 
広東 18.79 38.65 50.89 
海南 23.06 42.46 33.22 
東部地域 18.46 30.72 46.94 
山西 -3.65 54.37 29.95 
吉林 -13.08 37.36 28.01 
黒龍江 -4.18 8.88 30.00 
安徽 10.76 11.85 30.04 
江西 17.50 36.77 36.03 
河南 18.00 33.79 53.24 
湖北 2.62 22.95 40.08 
湖南 -15.33 54.70 56.87 
中部地域 0.92 31.80 39.02 
内モンゴル 5.20 62.79 93.69 
廣西 2.47 31.99 56.52 
重慶 -8.58 26.40 53.89 
四川 -1.66 41.21 36.24 
貴州 8.05 29.35 27.30 
雲南 1.15 28.30 49.23 
陝西 -12.21 52.68 45.54 
甘肅 16.68 17.05 34.55 
────────────
  4 ここで用いているエネルギー消費量については第４節で説明する． 
─ 6 ─ 
青海 26.90 25.13 69.52 
寧夏 46.51 70.83 39.05 
新疆 3.02 25.51 44.79 
西部地域 2.94 36.73 48.64 
全国 9.39 32.38 45.12 
   
     出所：『中国統計年鑑』より筆者作成 
     注：チベットのエネルギー消費量は『中国統計年鑑』に掲載されていないため，チベッ 
       トを除いてある． 
       単位は％である． 








   
















































   
─ 7 ─ 























































   ΔEY ＝(Y t －Y 0)
j
 S 0j I 0j                            (1) 
   
   ΔES ＝ Y t
j
(S tj －S 0j  )I 0j                            (2) 
   
─ 8 ─ 
   ΔEI ＝ Y t
j
 S tj (I tj －I 0j )                           (3) 
 
 ここで，Y 0 は基準年の全国のGDP，Y t は t 年の全国のGDPである．I 0j (＝ E 0j /Y 0j )は基準年
の第 j 省のエネルギー効率，I tj (＝ E tj /Y tj )は t 年の第 j 省のエネルギー効率を表しており，
E 0j は基準年の第 j 省のエネルギー消費量，E tj は t 年の第 j 省のエネルギー消費量，Y 0j は基準年
の第 j 省のGDP，Y tj は t 年の第 j 省のGDPである．S 0j (＝ Y 0j /Y 0)は基準年の第 j 省のGDPシ














 基準年の全国のエネルギー消費量をE 0， t 年の全国のエネルギー消費量をE t とすると，基準
年から t 年までのエネルギー消費の変化量をΔE (＝ E t －E 0＝ j  E tj － j  E 0j )は，(1)式から
(3)式を用いて次のように表せる． 
 
































   
地域 期間 平均値 標準偏差 最大値 最小値 
 1997～2000年 423.67 261.35 848.74 37.37 
東部地域 2000～2003年 651.28 414.11 1,297.02 54.68 
 2003～2006年 1,115.63 735.29 2,321.21 84.01 
 1997～2000年 203.10 87.08 338.05 105.80 
中部地域 2000～2003年 304.00 101.64 488.59 196.17 
 2003～2006年 539.21 218.87 976.43 352.33 
 1997～2000年 95.30 81.42 319.40 10.47 
西部地域 2000～2003年 153.40 136.80 533.74 18.30 
 2003～2006年 269.78 247.13 920.70 25.95 
 1997～2000年 239.64 219.26 848.74 10.47 
全国 2000～2003年 368.93 339.67 1,297.02 18.30 
 2003～2006年 639.45 595.20 2,321.21 25.95 
   
    出所：『中国統計年鑑』より筆者作成 
    注：単位は億元である。 
   















   
地域 期間 平均値 標準偏差 最大値 最小値 
 1997～2000年 1,051.22 725.45 2,207.90 89.95 
東部地域 2000～2003年 2,072.28 1,723.63 5,262.90 203.79 
 2003～2006年 4,139.80 3,057.53 9,539.51 227.17 
 1997～2000年 48.38 635.99 1,207.84 -737.29 
中部地域 2000～2003年 1,681.65 1,096.03 3,658.00 547.37 
 2003～2006年 2,719.79 1,466.25 5,640.44 1,448.91 
 1997～2000年 88.41 251.32 430.62 -379.77 
西部地域 2000～2003年 1,137.16 737.49 2,685.69 225.50 
 2003～2006年 2,059.08 1,318.58 5,413.15 780.52 
 1997～2000年 430.77 729.18 2,207.90 -737.29 
全国 2000～2003年 1,625.23 1,291.90 5,262.90 203.79 
 2003～2006年 2,998.20 2,278.67 9,539.51 227.17 
   
    出所：『中国エネルギー統計年鑑』より筆者作成 




















1997年～2000年 42,560.12 -1,599.94 -28,037.15 12,923.03 
2000年～2003年 54,737.02 -1,036.29 -4,943.72 48,757.01 
2003年～2006年 92,136.75 -630.92 -1,559.79 89,946.04 
   
    出所：筆者作成 
    注：単位は万トン 




















─ 12 ─ 
表７ 省別の地域構造効果とエネルギー効率効果（1997年～2000年) 
   
省別 地域構造効果 エネルギー効率効果 
北京 -8.13 3.58 
天津 -3.54 1.72 
河北 -7.49 2.67 
遼寧 19.32 5.13 
上海 -10.33 3.20 
江蘇 -21.57 7.83 
浙江 -11.32 0.92 
福建 -5.11 -0.22 
山東 -22.79 3.52 
広東 -13.77 4.22 
海南 0.72 0.07 
東部地域 -84.01 32.64 
山西 32.49 6.76 
吉林 6.11 6.45 
黒龍江 20.33 6.89 
安徽 10.91 2.55 
江西 8.62 0.53 
河南 9.97 2.52 
湖北 1.36 6.09 
湖南 8.54 7.44 
中部地域 98.33 39.23 
内モンゴル 2.97 2.93 
廣西 7.92 2.19 
重慶 7.26 3.33 
四川 22.05 6.44 
貴州 7.94 2.78 
雲南 14.74 2.80 
陝西 3.96 4.56 
甘肅 3.71 1.10 
青海 1.09 0.04 
寧夏 0.74 -0.49 
新疆 13.31 2.45 
西部地域 85.69 28.13 
全国 100.00 100.00 
   
     出所：筆者作成 
     注：単位は％である。 
   
 























   
省別 地域構造効果 エネルギー効率効果 
北京 -5.12 21.35 
天津 -23.19 16.88 
河北 36.11 -8.22 
遼寧 24.47 61.14 
上海 -7.37 15.75 
江蘇 -28.80 19.85 
浙江 -40.58 -3.17 
福建 8.25 -3.47 
山東 -33.96 -15.79 
広東 -46.49 5.35 
海南 2.03 -1.02 
東部地域 -114.66 108.65 
山西 -27.70 -18.71 
─ 14 ─ 
吉林 15.99 -4.12 
黒龍江 21.26 29.81 
安徽 28.93 18.11 
江西 1.20 -0.46 
河南 32.55 -2.72 
湖北 34.00 9.87 
湖南 24.15 -20.17 
中部地域 130.39 11.60 
内モンゴル -32.41 -12.19 
廣西 11.65 -0.09 
重慶 5.52 3.73 
四川 14.45 -9.43 
貴州 23.46 1.14 
雲南 33.60 -1.40 
陝西 2.35 -9.51 
甘肅 9.58 9.75 
青海 -3.55 2.78 
寧夏 -0.45 -8.13 
新疆 20.08 3.09 
西部地域 84.27 -20.25 
全国 100.00 100.00 
   
     出所：筆者作成 
     注：単位は％である。 





















   
表９ 省別の地域構造効果とエネルギー効率効果（2003年～2006年) 
   
省別 地域構造効果 エネルギー効率効果 
北京 17.20 50.27 
天津 -30.12 23.46 
河北 25.17 33.32 
遼寧 36.87 26.05 
上海 43.79 44.51 
江蘇 -83.16 -131.11 
浙江 -12.93 50.27 
福建 22.46 3.13 
山東 -166.87 -51.44 
広東 -72.24 -9.96 
海南 9.75 1.76 
東部地域 -210.08 40.26 
山西 19.77 100.35 
吉林 12.96 55.18 
黒龍江 69.19 41.85 
安徽 31.09 44.04 
江西 15.35 16.17 
河南 -39.15 -31.81 
湖北 62.39 5.13 
湖南 58.49 -66.67 
中部地域 230.09 164.25 
内モンゴル -287.93 -59.36 
廣西 13.50 -28.72 
重慶 28.79 -26.74 
四川 35.03 44.76 
貴州 65.60 40.61 
雲南 73.56 -38.33 
陝西 19.01 -5.86 
甘肅 40.32 10.07 
青海 8.63 -20.26 
寧夏 23.12 -0.08 
─ 16 ─ 
新疆 60.37 -20.58 
西部地域 80.00 -104.50 
全国 100.00 100.00 
   
     出所：筆者作成 
     注：単位は％である。 
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